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三多摩 宇都宮けんじさんを迎え決起集会  

経済･効率優先の転換！生存権がかかった選挙と決意表明 
６月１１日、北多摩西教育会館・大会議室にて、革

新都政をつくる会・三多摩連絡会主催の「宇都宮健児

さんとともに都政を変える三多摩決起集会」を開催し

ました。三多摩での宇都宮さん応援の都知事選が事実

上スタートしました。 

三多摩ではすでに、各地域で、市民そして各種民主

団体、労働団体など勝手連的に、今の都政を転換しよ

うと、スタンディングなど駅頭宣伝行動を始めていま

す。 

 決起集会で、開会の挨拶に立った三多摩労連議長の

芳賀次郎さんは、東京では、知事選で、なかなか「市

民と野党の共闘」ができなかったが、今日が出発点、

大きな一歩になる。 

情勢・争点の話は、革新都政の会の末延渥史さん。

今回の都知事選の意義など話され、石原都政から続い

てきた新自由主義の弊害から、あたりまえの自治体の

本旨・都政をとり戻すことだ。そして、三多摩連絡会

の寉田一忠さんから、「都知事選を、日本を変える希

望のたたかいに！」と行動提起がありました。 

 参加者からは、医療現場、教育現場、そして、横田

基地問題からの発言に続いて、５人の方から宇都宮さ

んへの励ましの発言などがありました。 

 最後に、東京地評での決起集会から駆けつけてくれ

た宇都宮健児さんは、大きな拍手に包まれ、元気に登

壇し挨拶されました。まず出馬を決意するに至った経

緯を詳しく話され、さらに、今度の選挙は、都民一人一人の生存権がかかった選挙であること、コロナ後のこれからの

世界が問われていると。経済・効率優先からの転換、自己責任社会からの転換などの必要性を話されました。そして、

都の闘いは、必ず国政に影響すると、選対の状況も弱小からだんだん大きな団体になってきましたと訴えられました。

さらに、行政が最優先で取り組んでいかなければならないことを訴えていくことが大事と。最後に、本当に、都政を変

えるチャンスである、ぜひ皆さんと一緒にと訴えられ、大きな大きな拍手に包まれ三多摩での選挙戦がスタート。 

 参加者は、コロナ感染対策のため、マスク着用、予約登録制として、参加定員を８０名にしましたが、ぴったりの、

８０名でした。また、三多摩過半数の地域からと４０を超える団体・組織からの参加者となりました。（三多摩） 
 

東久留米うつけん勝手連連日宣伝「希望のまち」のビラ配布 

「入れるよ！」､カンパ 3000円も  
６月１０日から「希望のまち東京をつくる会」の「希望のまち通信 宇都宮けんじ」 を配布。

１１日は、雨模様のなか、７人で宣伝。４年前の知事選で、小池百合子知事は、待機児ゼロ、介

護離職ゼロ、残業ゼロ、満員電車ゼロ、多摩格差ゼロなど７つのゼロ、そして、「築地は守る」、

「情報公開は１丁目１番地」など政策をならべましたが、ほとんど実行されていません。公約は

政治家のいのち。都政も、国政もまともな当たり前の政治を取り戻しましょう。投票に行きまし

ょう！と訴えました。小池百合子はウソつきと話しかけてくる人や、「入れるよ」と言う人、カ

ンパをする人もありました。 

※全国・東京革新懇、都知事選勝利合同宣伝 新宿駅西口 6/16（火）12:00～13:00 


